
   

平成２７年８月２０日 

松山河川国道事務所道路管理第二課 

松山大学 教務部 教務課 

今治市 産業部 観光課 

 

 

 

 

 ■ 国土交通省では、地域の観光資源や魅力が集まっている「道の駅」を観光

振興や地域づくりを学ぶ学生の実習の場として活用することを進めており

ます。 

■ この度、全国「道の駅」連絡会が協定締結大学と調整を行った結果、約６

０名の学生が全国３３（資料１）の道の駅で夏期休暇を利用して実習を行う

ことになりました。 

  愛媛県内では、今治市大三島町にある道の駅「しまなみの駅御島」におい

て、夏期休暇を利用して松山大学の学生１名が実習を行い、新たな観光の提

案を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

■ 期間中の８月２６日（水）１３時から同道の駅において、道の駅スタッフ、

地元の方を交え、「大三島の魅力」をテーマに座談会を行う予定。 

 

【問い合わせ先】 

●国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所（℡：089-972-0034） 

       副所長：黒木
く ろ き

 賢二郎
け ん じ ろ う

、◎道路管理第二課長： 楠
くすのき

 定晴
さだはる

 

●松山大学 教務部 教務課  （℡：089-926-7137） 

       課長補佐：西村
にしむら

 幸
ゆき

保
やす

、課員：中村
なかむら

 詩乃
し の

 

●今治市 産業部 観光課   （℡：0898-36-1541） 

課長：武田
た け だ

 正徳
まさのり

、主事：中路
な か じ

 將位
まさたか

 

●道の駅「しまなみの駅御島」 （℡：0897-82-0002） 

  駅長：渡邉
わたなべ

 純治
じゅんじ

 

◎：主な問い合わせ先 

「道の駅」で大学生が観光振興・地域づくりを企画、提案します。

～観光振興や地域づくりを学ぶ場として「道の駅」を活用～  

【実習期間】 

平成２７年８月１７日（月）～平成２７年８月３１日（月） 

【実習内容】 

島内の宿泊施設で生活し、地元の方と交流を行いながら、ボランティア

ガイド、サイクリング、農業体験等を通じ、ウェブを活かした情報発信、

サイクリングの新たな観光の提案を行う。  

本施策は、四国圏広域地方計画「ＮＯ．５ 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェクト」の取り組みに該当します。  



道の駅「しまなみの駅御島」

▲ 道の駅「しまなみの駅御島」の外観

【 しまなみの駅御島の概要 】

しまなみ海道の中央に位置する大三島にあり、大山祗神社に隣接する

道の駅である。

しまなみの駅御島限定の品である、地元生活改善グループが作る大三

島みかんケーキ、みかんクッキー等の販売を行っている。

ボランティアの観光ガイドとして大山祗神社、島内にある美術館等を中

心に、観光案内も行っている。

また、同道の駅敷地内に設置されている大三島レンタサイクルターミ

ナルではサイクリストの休憩も考慮し、温水シャワー、コインロッカー、仮

眠室も整備されている。

（Ｐ）

愛媛県今治市

駅名 都道府県 設置者 路線 設置年度

しまなみの駅
御島

愛媛県 今治市
(主)大三島
上浦線

平成11年

み しま

道の駅「しまなみの駅御島」

○ 所在地 ：愛媛県今治市大三島町宮浦３２６０番地
○ 電話番号：０８９７－８２－０００２
○ 指定管理者：株式会社大三島ものづくり
○ ＵＲＬ：http://mishima‐eki.jp

▲物産売り場 ▲インフォメーションセンター

▲レンタサイクル ▲サイクルターミナル

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の20万分の１地勢図を使用した。（承認番号 平24四使 第４号）



平成27年7月22日時点

No 都道府県 市町村 道の駅名
受入人数
（予定）

実施内容（予定）
実施時期
（予定）

1 青森県 青森市 なみおか 2

・実際のイベント運営等を体験の上、閑散期である冬期のイベント企画
の提案
・利用者の行動動線の調査・課題把握、顧客のニーズに配慮した売り
場のレイアウト変更、POP、ディスプレイ等の実践とその効果検証
・就業体験を通し、商品販売技術の習得

8月17日～30日

2 青森県 七戸町 しちのへ 1

・利用客へアンケートによるニーズ調査（年代、利用交通、課題、改善
への意見等）を実施し、新幹線利用客を「道の駅」へ誘導するための手
法の提案
・ニーズ調査に基づく、特産品であるながいも・にんにく等を使用した若
者の視点からの新たなレストランメニューの提案

8月10日～23日

3 岩手県 遠野市 遠野風の丘 3

・市内の観光周遊を体験の上、利用客のニーズを把握し、「道の駅」を
拠点とした市内周遊観光の手法の提案
・利用者のニーズに基づく、特産品であるわさび・どぶろく等を活用した
若者の視点からの新商品等の提案

8月3日～12日
8月17日～23日
8月24日～30日

4 宮城県 大崎市 あ・ら・伊達な道の駅 1
・地域の伝統芸能や伝統技術について地域の方々へヒアリングを実施
し、それらを伝承するための「道の駅」の活用方法の提案

8月24日～9月6日

5 秋田県 にかほ市 象潟 1

・特産品である岩ガキ等の海産物を通じた６次産業化やより付加価値
の高い商品の提案
・地域内外の観光施設を体験の上、若者の視点から見たにかほ市の
魅力を活かした「道の駅」と連携した周遊観光企画の提案

8月4日～11日

6 福島県 磐梯町 ばんだい 1

・若者の視点から、ＨＰ、Ｆacebookを活用した情報発信手法について提
案
・特産品であるそば・リンゴ等を活用したオリジナル商品の提案
・道の駅イベント企画の提案

8月17日～30日

7 茨城県 常陸太田市 さとみ 1
・地元農家で生産されるシイタケやリンゴを活用したレストランの新メ
ニューや菓子類の考案

8月中旬

8 茨城県 城里町 かつら 2
・特別大使（仮称）として、道の駅を若者の向けにＰＲするため、SNSに
よる情報発信等を企画し実践
・町内農家へホームステイをすることで地域住民と交流を実践

8月8日～18日

9 栃木県 栃木市 みかも 3
・若者の視点から地域の魅力を発見し、専門マーケティングスキルを活
かした商品開発の企画提案

8月

10 栃木県 茂木町 もてぎ 10
・周辺の地域資源を調査し、着地型観光プログラムの企画提案
・オリジナル商品の企画、開発を通した６次産業化実習
・就業体験を通して茂木町の地方創生モデルを学習

8月1日～5日
及び

9月中旬

11 千葉県 八千代市 やちよ 1
・農産物や加工品、切り花・鉢花を取り扱う農産物直売所での就労体験
をとおして、学生目線による道の駅「やちよ」の農産物ＰＲ、購買意欲を
高める広報や情報発信の企画提案

8月下旬
～9月上旬

12 山梨県 中央市 とよとみ 1
・道の駅での就労体験（8/9～8/11）を通じて、地産品であるトウモロコ
シ（ゴールドラッシュ）など農産物を使った新商品開発の企画提案（9/1
～9/3）

8月9日～11日
9月1日～3日

13 長野県 東御市 雷電くるみの里 1

・道の駅業務の体験し、より良いサービスの提供に向けた提案
長野県食と収穫の祭典コンクール県知事賞を受賞した実績のある駅職
員とともに、信濃くるみなどの地元農産物を活用したメニューの企画提
案

8月11日～18日

14 長野県 青木村 あおき 1
・道の駅の魅力向上を目的としたそば打ちなどの体験型イベントの広
報についての企画提案

8月6日～19日

15 富山県 南砺市 福光 1
・近隣の生産者による朝どれ野菜や特産品を活用した弁当の企画提案
・現在のHPの改善案の提案と、道の駅や特産品・観光情報の発信　等

8月中旬

16 富山県 射水市 カモンパーク新湊 2
・新湊特産「白えび」等を活用した商品の企画提案
・地域の隠れた名産品・観光資源の調査と、HP・ＳＮＳによる情報発信
等

8月中旬

17 岐阜県 美濃市 美濃にわか茶屋 2

・地域の特産品である美濃和紙・和菓子・日本酒・佃煮・鮎などの商品
陳列、管理等の体験を踏まえた商品の配置提案等
・直売所の接客体験を活かし、レンタサイクルを活用した周辺観光案内
や、施設を活用したイベント等を企画提案

8月8日～12日
8月24日～28日

18 岐阜県 郡上市 古今伝授の里やまと 3

・地域の特産品である生乳加工品等の販売体験を活かし、ポップや
キャッチコピーを提案
・駅構内の温浴施設やレストランの接客体験を活かし、施設を活用した
イベントを企画提案

8月～9月

インターンシップ　受入予定「道の駅」一覧
資料１

※※ ※



平成27年7月22日時点

No 都道府県 市町村 道の駅名
受入人数
（予定）

実施内容（予定）
実施時期
（予定）

インターンシップ　受入予定「道の駅」一覧

※※ ※

19 岐阜県 池田町 池田温泉 3
・温浴施設やレストランの接客体験を活かし、イベント広場の活用方法
について企画提案
・観光案内等の接客補助を通して、観光案内等を企画立案

8月～9月

20 静岡県 富士市 富士川楽座 1
・ 道の駅富士川楽座内での各店舗における接客体験から商品配置や
ポップ等を提案
・来客者の声等を元に「道の駅」の魅力をHPやSNSによる情報発信

8月17日～26日

21 三重県 大台町 奥伊勢おおだい 1

・食堂部門の運営方法、採算のとれる形態の提案
・自社農場（予定）での農作業や野菜集荷、それらに関する野菜の販売
方法の提案等
・販売方法の提案を補完するためＨＰ、ＳＮＳでの情報発信方法の提案

9月中旬
（10日間程度）

22 京都府 福知山市 農匠の郷やくの 1

・農業体験（作物の管理、収穫、出荷調整、肥料管理等）を踏まえ、ぶ
どうやブルーベリーを活用した新商品の企画・提案
・地域産品（そば）を売り出すためのＳＮＳを活用した広報企画・提案
や、より魅力あるＨＰ内容の企画・提案

8月24日～9月4日

23 和歌山県 北山村 おくとろ 1

・「紀伊山地の霊場と参詣道」【世界遺産（文化遺産）】や地域の歴史や
文化について、若者にも魅力あるＰＲ方法・内容の企画・提案
・北山村の観光名物である「いかだ下り」時の『語り部』の実践を踏ま
え、若者目線を加えたより魅力ある『語り部』の提案

8月3日～22日

24 鳥取県 琴浦町 ポート赤碕 1

・若者目線でのＳＮＳ等による、琴浦町の話題や｢道の駅　ポート赤碕｣
の売り場情報の発信
・日本海の新鮮な魚介類や町内農産品を用いた道の駅オリジナルの
商品を提案

8月10日～31日
（期間内の2週間）

25 岡山県 笠岡市 笠岡ベイファーム 3

・笠岡市の地域資源である笠岡湾干拓地、及び笠岡諸島の現地に出
向き、地元の食材や観光資源などの現地調査を実施。現地調査での
結果をもとに、｢道の駅｣オリジナル商品を開発・提案
・道の駅イベントの企画や運営の補助
・若者目線でのＳＮＳ等を活用した道の駅の情報発信

8月19日～29日

26 広島県 北広島町 舞ロードＩＣ千代田 1

・若者の視点での店舗の演出、商品のＰＯＰ企画や製作
・｢道の駅｣のイベント企画や運営の補助
・町内の観光資源や産業形態を踏まえ、北広島町の魅力を発信してい
くため、「道の駅」を拠点とした観光や産業振興などの地域づくりに関す
る提案

8月26日～9月9日

27 香川県 小豆島町 小豆島ふるさと村 1

・カヤック体験、キャンプ施設・プール施設の管理を通して、島の特色を
活かした若者目線での新しい体験メニューツアーの立案
・若者の視点から、新たな情報発信ツール（ブログ、フェイスブックなど）
を活用 した「小豆島」も含めた観光PRの企画  等

8月1日～31日

28 愛媛県 今治市 しまなみの駅御島 1

・大三島の観光ボランティアガイドの補助体験により、大三島の良さを
知ってもらい、現在の道の駅組織にはない、若者の視点から見た大三
島の魅力やインターン中の過ごし方について、HPやFBを使っての情報
発信
・実際に大三島等をサイクリングしてもらい、同世代のサイクリスト誘致
に向けた、新たな着地型観光サイクリングプログラムの企画・提案  等

8月17日～31日

29 高知県 四万十町 あぐり窪川 1

・「四万十生姜」及び「仁井田米米粉」を使用したレストラン及びファース
トフードメニューの提案・開発
・ＳＮＳを活用し、学生の若い感覚を取り入れた、「四万十生姜」及び
「仁井田米米粉」の生産者情報、加工品開発情報の発信   等

8月中旬

30 長崎県 西海市 さいかい 1
・イベント「ジャンボかぼちゃコンテスト」運営に対する新たな提案
・地元産品のみかん、びわ等を活用した新たな物産品のアイデア提案
・ＨＰ、ＳＮＳを活用した観光・イベント等の情報発信 等

8月7日～23日

31 熊本県 菊池市 旭志 1

・旭志牛と特産品（ネギ・椎茸・お茶）とのコラボレーション新商品企画
開発（ネーミング、包装デザインの企画等）
・地域活性化をテーマにした道の駅各部担当責任者、生産者との交流
・ＳＮＳを活用した情報発信方法の企画　等

8月9日～19日

32 大分県 豊後大野市 原尻の滝 4

・ヒアリング等による外国人利用者の道の駅の利用実態、ニーズの調
査
・外国語案内表記を導入すること等による外国人向けサービスの強化
についての取組
・新規顧客やリピーターを確保できるような新規イベントの企画提案
・若者の発想を取り入れたレストランメニューの開発　等

8月10日～23日

33 宮崎県 日南市 なんごう 3

・観光、特産品等について道の駅周辺地域の魅力を整理
・アンケート等による道の駅販売商品の市場調査の実施、道の駅経営
に対する提案
・若者の視点で、8月の新たなイベントの企画
・ＨＰ、ＳＮＳを活用した観光・イベント等の情報発信方法について企画
等

8月10日～24日

61

※記載情報は平成27年7月22日時点の予定であり、今後、大学と「道の駅」で実施に向け調整をする中で変更となる可能性がある。

合　　　　　計



「道の駅」と大学の連携について

○ 地域の魅力の集まる「道の駅」と、地域づくりや観光学等を学ぶ若者が交流することで、新たな価
値の創造を図り、観光・地域づくりを担う将来の人材を育成。地方創生にも寄与。

○ ３３箇所の「道の駅」で約６０名の学生が夏季休暇を利用した実習を実施予定
※この他にもゼミ単位での通年での実習を実施

＜「道の駅」のメリット＞

○若者ならではの視点、若者の元気に

よる実行力のある企画の実施

○SNSや口コミなどを活用した情報発信

＜大学のメリット＞

○道の駅は、地域の資源が集中し、地方が

直面する課題が明確であり、学習する

フィールドとして最適

＜実施イメージ＞

＜実施のメリット＞

※全国「道の駅」連絡会で
双方のニーズをマッチング

参考




